
緑地環境保全地域指定支援システム開発のためのデータベース構築（その２） 
正会員 ○菊地麻美子*** 同 佐藤誠治*

同 
同 

小林祐司** 

大村倫広***
同 姫野由香**

GIS 緑の基本計画 緑地保全 

   

１．分類の評価 
 前稿では、データベースを作成したが、本稿ではその

結果から分類表を作成し、大分市内の緑地環境について

評価を行う。分類表作成に際しては、「緑の基本計画」で

示されている配置方針図に基づいた。表１が作成した分

類表である。 

 

（１）緑地保全ゾーン 

 分類表を見ると、このゾーンにおいては緑地が増加し、

かつ市街地量も増加している地点のポイント数が最も多

い。その要因を探っていけば、今後の市街化と緑化を同

時に進めるに当たり、より良い方法を提案できると考え

られる。また、画像を見ていくと、緑地保全ゾーンの緑

の現況は、十分とまでは言えないが豊かな緑が広がって

いる状況にある。しかし、その緑地は減少の傾向である。

この緑地の減少により、大分市内の緑を結ぶネットワー

クが分断されることとなり、生態系の保護や、火災発生

時の延焼防止が困難になることが予想されるため、周辺

の緑地環境の整備に重点をおくことが必要とされる。大

分の緑豊かな景観を壊さないためにも、「緑地保全」だけ

でなく、「緑の再生」を行っていく必要があるゾーンであ

る。 
 
（２）農地保全ゾーン 
これ以降のゾーンにおいては、「緑地減少・市街地量増

加」地点のポイント数が他の分類地点よりも多くなって 
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いる。このゾーンにおいて、その要因と考えられるのは、

もともと農地であった場所に市街化が進行したことであ

る。逆に、市街地量が減少しているポイントはわずかで

あり農地は確実に減少し続けているといえる。しかし、

分類表では前述した撮影地点に次いでポイント数の多い 
地点は「緑地増加・市街地量増加」であるので、その 
 

 
 

手法によっては今後の緑化政策に期待できる。農地は大

分市で大きな面積を占めているため農地の減少が環境に

与える影響は大きい。また大分市の「緑の基本計画」で

は、ふるさとの風景という景観の役割、水害発生時の遊

水地としての防災の役割など農地が果たす役割は多岐に

わたっている。ふるさと景観である農地の緑を守るため

には、人工的に手を加えることは望ましくないが、市街

化が進行した地域、また、これから大規模に市街化が進

行する場合には、緑地の整備について十分に考慮しなけ

ればならない。 
 
（３）共生ゾーン 
 共生ゾーンとは、人・動物・植物すべての生き物の共

存・共生を図っていくゾーンである。また、市街地周辺

の丘陵地においては、共生を図ることで地域や地区にお

ける身近な緑としてまとまった緑地を確保している。 
このゾーンでは、明らかに「緑地減少・市街地量増

加」の分類地点でポイント数が他を大きく上回っている。

緑地変化量がプラスの値を示している地域に該当するポ

イントも存在したが、その増加の割合は微々たるもので

ある。しかし、緑は急激に増えたりはしないため、その

増加量よりも、これからの緑化事業によって、多くの地

域で緑地量が少しずつでも増加していくことが望ましい

変化である。 
 
 
 
 
 
 

図 2 共生ゾーンの例 図 1 農地保全ゾーンの例 

表 1 分類表 

PATTERN         G≧0    -20≦G＜0    -40≦G＜-20    -60≦G＜-40    -80≦G＜-60         G＜-80
ZONE B＞0 B≦0 B＞0 B≦0 B＞0 B≦0 B＞0 B≦0 B＞0 B≦0 B＞0 B≦0

緑地保全ゾーン 28 3 17 0 10 0 5 0 0 0 1 0 64
農地保全ゾーン 105 14 135 1 3 0 14 0 0 0 0 0 272
共生ゾーン 56 15 182 11 71 0 44 0 22 0 23 0 424

緑化推進ゾーン（住宅地） 146 137 209 16 39 0 17 0 32 0 16 0 612
緑化推進ゾーン（既成市街地） 154 430 454 84 77 0 19 0 2 0 0 0 1220

緩衝緑地・都市公園 15 33 41 9 31 0 13 0 0 0 0 0 142
水域 1 6 27 1 21 0 5 0 1 0 0 0 62
合計 505 638 1065 122 252 0 117 0 57 0 40 0 2796

合計

 
 

※B：市街地変化量（pixel）、G：緑地変化量（pixel）、Landsat TMデータの 1985年と 2002年の比較による。なお、表
中の数値は画像数。 
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（４）緑化推進ゾーン（住宅団地） 
 このゾーンにおいては、緑地増加と緑地減少に属する

ポイント数には大きな差は見られない。これは、宅地開

発の進行に加え、「緑地協定」などの住宅地における緑化

活動が活発的に行われていることがひとつの要因である

と考えられる。現存している大分市内の住宅団地をそれ

ぞれ見比べてみると、緑地協定を締結しているか否かに

関わらず緑地量にそれほど差はない。ただしある程度年

数の経っている住宅団地と新興住宅団地とではその質に

違いが見られ、前者においては全体的に各世帯での管理

が行き届いており、後者においては特に公園や街路など

の広域的な緑地の整備が進んでいる。また、各住宅団地

の緑地環境にはそれぞれ特徴的な面がある。それらを作

り上げているのは各世帯の住民の意思であり、今後もこ

のような緑化活動を支援していく必要がある。さらに、

住宅地の多くが大分市の地形の特徴からも分かるように

高台に位置しており、今回の調査では斜面の緑地が数多

く確認できた。斜面の緑化は生活環境の維持や防災の面

からも重要であるため、積極的に保全・管理されるべき

である。                               
今回の研究では緑地環境情報データベースを構築した

が、今後データの蓄積を行い、このデータベースを用い

ることによって大分市内の緑地環境を保全していくため

の手法を提案していくことが可能となると考えられる。

今後の課題としては、撮影基準に多少のばらつきがあっ

たことや天候によっては緑地の状況が分かりにくいなど、

画像自体の問題が見られたため、データを追加する場合、

撮影基準をより明確にし、天候の安定した時期を選ぶな

ど考慮する必要がある。また、緑地環境を評価する際に

は画像に付加した周辺のデータと実際の写真に写り込ん

だ緑地の状況に違いが見られた。これは、主に使用した

データが２５０ｍメッシュデータであり、画像に写り込

んだ範囲と大幅に規模が違うためであると考えられる。

この問題については可視領域などの他の手段を検討する

必要がある。 
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図 3 緑化推進ゾーン（住宅団地

の例） 

 
（５）緑化推進ゾーン（既成市街地） 
 分類表を見ると、大分市の市街化は確実に進行してい

るが、「緑地増加・減少」のポイント数にあまり差は見ら

れないため、急激な緑地減少の可能性は低いと考えられ

る。大分市街地には、社叢林や道路沿いの緑地帯など、

市街地内の緑地は比較的多く存在している。これらの緑

を増やし、近隣の山地や丘陵地へとつなげ、緑のネット

ワークで市街地を包み、市街地拡大や公害を最小限に食

い止めるような緑化計画が望ましい。特に工業・商業の

中心となる既成市街地での緑量は十分でないといえるた

め、緩衝緑地をはじめとする環境作りも重要になってく

る。また、大分駅周辺は緑化重点地区のモデル地区に指

定されており、今後の緑地環境の整備により創り出され

る都市空間に期待が高まっている。 
 
（６）緩衝緑地・都市公園 
緩衝緑地は、火災発生時における延焼火災防止、ヒー

トアイランド現象の緩和など主に環境保全と防災の役割

を担っている。都市公園は、規模が大きく多くの人が訪

れるため地域の核としての公園となる。現在大分市では

スポーツ公園を中心として新しい公園の配置が行われて

いる。公園の整備により緑の保全を図ることで、動植物

保護や防災、自然景観の保全など多くの効果が期待でき

る。 
 
（７）水域 
 水域においては、「緑地減少・市街地量増加」に当ては

まる分類のポイントが目立つ。1985 年の緑地量のデータ
から、河川沿いにはかなり豊かな緑が植生していたこと

がわかるが、市街化などによりその量は減少している。

画像を見る限りでは緑地が減少している景色は見当たら

ないが、実際現地では土手のすぐ側まで街区が迫ってい

る。今後は、今の減少した河川沿いの緑地をどのように 

保全・維持していくかが重要であると考えられる。 
 
２．総括 
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